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日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
の
業
務
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
法
改
正
こ
の
主
た
る
使
命
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
、
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促

進
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
は
高
齢
で
後
継
者
が
お
ら
ず
、
今
後
ま
す
ま
す
農

業
経
営
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
来
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

担
い
手
へ
の
農
地
を
集
積
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
分
散
化
し
た
圃
場
を
集
約

化
す
る
こ
と
、
耕
作
放
棄
地
を
抑
制
し
つ
つ
、
再
生
可
能
地
は
農
地

と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
農
地
は
一
、二

年
耕
作
し
な
い
だ
け
で
も
土
壌
微
生
物
が
激
減
し
、生
産
性
が
落
ち
、

元
に
戻
る
ま
で
十
年
近
く
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
受
け
手
が
な
け
れ

ば
荒
れ
た
ま
ま
で
す
。
よ
っ
て
、
ビ
ー
ル
の
ホ
ッ
プ
や
香
木
等
、
こ

の
悪
条
件
に
適
し
た
作
物
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
規
参
入
等
の
担
い
手
対
策
と
し
て
、
農
地
を
守
る
人
を
育
て
る
仕

組
み
づ
く
り
も
必
要
で
す
。

　
現
在
七
飯
の
農
業
は
元
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
維
持
向
上
さ
せ

る
こ
と
は
前
述
の
改
善
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
後
継
者
の
居
な
い

高
齢
農
家
は
働
け
る
ま
で
営
農
し
、
引
退
後
は
誰
か
に
農
地
を
譲
り

た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就
農
を
志
す
青

年
も
い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
出
来
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
、
国
内
外
の
農
業
競
争
が
激
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
象
の

変
化
に
よ
る
豊
凶
に
よ
っ
て
、
生
産
変
動
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
立

て
板
に
水
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
関
係
の
皆
様
と
協
力
し
、
地
域
農

業
発
展
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
消
費
者
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
七
飯
農
業
を
ご
愛
顧
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

■
農
業
委
員
会
だ
よ
り

　
　
第
14
号
の
発
行
に
寄
せ
て

七
飯
町
農
業
委
員
会
会
長

 

久
保
田  

隆 

博　

■ 優美な花を咲かせるトルコギキョウ ■
（字豊田　原信介さんハウス）

七飯町　農業委員会だより　平成30（2018）年10月号

会
員
委
業
農

定
予
催
開
会
総■今後の総会開催予定は次のとおりです。

総会名 開　催　日 開催場所 許可申請等締切日 現況調査
第17回 平成30年10月26日（金） 農業委員会会議室 10月12日（金） 10月19日（金）
第18回 平成30年11月26日（月） 〃 11月12日（月） 11月19日（月）
第19回 平成30年12月21日（金） 〃 12月 7日（金） 12月14日（金）
第20回 平成31年 1月24日（木） 〃  1月10日（木）  1月17日（木）
第21回 平成31年 2月25日（月） 〃  2月 8日（金）  2月18日（月）
第22回 平成31年 3月25日（月） 〃  3月11日（月）  3月18日（月）
※ 日程は都合により変更となる場合があります。
　最新情報は農業委員会事務局（☎65－2519）までお問い合わせください。

　
総
会
は
、
農
業
委
員
会
が
処
理
す

べ
き
事
項
を
審
議
あ
る
い
は
協
議
し

決
定
す
る
場
で
、
通
常
月
１
回
開
催

さ
れ
ま
す
。

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
賃
貸
借
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
農
委
許
可
）

 

１
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（
可
決
）

・ 

農
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地
利
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集
積
計
画
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決
定
に

つ
い
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（
賃
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使
用
貸
借
）

 

５
件
（
可
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）
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相
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納
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適

格
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証
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願
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に
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て

 

１
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決
）
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土
地
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現
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証
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２
件
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決
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農
地
移
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申
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農
地
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第
５
条
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規
定
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よ
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申
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い
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変
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１
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可
決
）
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農
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地
利
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集
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計
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決
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い
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（
所
有
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１
件
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可
決
）

・ 

農
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利
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決
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農
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件
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決
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農
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利
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積
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決
定
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所
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権
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１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
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決
定
に

つ
い
て
（
賃
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）

 

２
件
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
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願
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て

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
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つ
い
て

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
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（
使
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借
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

 

２
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
配
分
計
画（
案
）に
関

す
る
意
見
聴
取
に
つ
い
て

 

原
案
ど
お
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（
可
決
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・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

 

３
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て

・ 

平
成
30
年
６
月
29
日
及
び
７
月
９

日
に
提
出
の
あ
っ
た
合
意
解
約
通

知
の
成
立
状
況
の
確
認
に
つ
い
て

 

３
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

 

２
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）

 

６
件
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

 

３
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て

・ 

平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
９

日
ま
で
に
提
出
の
あ
っ
た
合
意
解

約
通
知
の
成
立
状
況
の
確
認
に
つ

い
て

 

３
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

 

２
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）

農
業
委
員
会
総
会
で

決
ま
っ
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

第
11
回　
平
成
30
年
４
月
26
日

第
12
回　
平
成
30
年
５
月
24
日

第
13
回　
平
成
30
年
６
月
27
日

第
14
回　
平
成
30
年
７
月
26
日

第
15
回　
平
成
30
年
８
月
27
日

第
９
回　
平
成
30
年
２
月
26
日

第
10
回　
平
成
30
年
３
月
26
日

 

１
件
（
可
決
）

・ 
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て

　
近
年
は
、
突
発
的
な
集
中
豪
雨
な

ど
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
農
地
か

ら
の
土
砂
流
出
に
よ
る
事
故
等
の
発

生
に
備
え
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の

こ
と
に
ご
留
意
願
い
ま
す
。

１
　 

傾
斜
地
の
あ
る
畑
で
は
、横
う
ね

耕
作
や
下
側
に
素
掘
り
を
掘
る

な
ど
、直
接
道
路
な
ど
へ
土
が
流

出
し
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

２
　 

道
路
境
界
近
く
ま
で
作
付
け

し
、
豪
雨
時
に
は
道
路
に
土
砂

が
流
出
し
て
い
る
畑
が
散
見
さ

れ
ま
す
の
で
、
適
正
な
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

３
　 

長
い
畑
で
は
、
適
当
な
と
こ
ろ

で
水
切
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４
　 

用
排
水
路
の
泥
上
げ
や
ゴ
ミ
等

の
取
り
除
き
に
つ
い
て
も
適
時

適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

※ 

管
理
責
任
等
に
過
失
や
瑕
疵
等
が

あ
る
と
、賠
償
請
求
等
が
要
求
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
以
上
の
点

に
つ
い
て
十
分
留
意
の
う
え
、
適

正
な
農
地
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
の
保
全
管
理
に
つ
い
て

再
度
の
お
願
い
で
す
！

～毎週金曜日にお届けします
　　　　　　暮らしと経営に活きる情報～

全国農業新聞の購読について（お知らせ）

全国農業新聞は、農業者の公的代表機
関である農業委員会系統組織が発行する
「週刊」農業総合専門誌です。

※購読の申込み手続きなど、詳しくは
農業委員会事務局（☎65-2519）まで
お気軽にお問い合わせください。

◆毎週金曜 発行
◆購読料は
　月額700円
　（年間8,400円）
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審
議
あ
る
い
は
協
議
し

決
定
す
る
場
で
、
通
常
月
１
回
開
催

さ
れ
ま
す
。

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
賃
貸
借
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
農
委
許
可
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
・
使
用
貸
借
）

 
５
件
（
可
決
）

・ 

相
続
税
の
納
税
猶
予
に
関
す
る
適

格
者
証
明
願
い
に
つ
い
て

 

１
件
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

 

２
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て

・ 

農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
変
更
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）

 

10
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

 

５
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）

 

17
件
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

 

３
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

 

２
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）

 

２
件
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
使
用
貸
借
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

 

２
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
配
分
計
画（
案
）に
関

す
る
意
見
聴
取
に
つ
い
て

 

原
案
ど
お
り
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

 

３
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て

・ 

平
成
30
年
６
月
29
日
及
び
７
月
９

日
に
提
出
の
あ
っ
た
合
意
解
約
通

知
の
成
立
状
況
の
確
認
に
つ
い
て

 

３
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

 

２
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）

 

６
件
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

 

３
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て

・ 

平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
９

日
ま
で
に
提
出
の
あ
っ
た
合
意
解

約
通
知
の
成
立
状
況
の
確
認
に
つ

い
て

 

３
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

 

１
件
（
可
決
）

・ 
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

 

２
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）

農
業
委
員
会
総
会
で

決
ま
っ
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

第
11
回　
平
成
30
年
４
月
26
日

第
12
回　
平
成
30
年
５
月
24
日

第
13
回　
平
成
30
年
６
月
27
日

第
14
回　
平
成
30
年
７
月
26
日

第
15
回　
平
成
30
年
８
月
27
日

第
９
回　
平
成
30
年
２
月
26
日

第
10
回　
平
成
30
年
３
月
26
日

 

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

つ
い
て

　
近
年
は
、
突
発
的
な
集
中
豪
雨
な

ど
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
農
地
か

ら
の
土
砂
流
出
に
よ
る
事
故
等
の
発

生
に
備
え
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の

こ
と
に
ご
留
意
願
い
ま
す
。

１
　 

傾
斜
地
の
あ
る
畑
で
は
、横
う
ね

耕
作
や
下
側
に
素
掘
り
を
掘
る

な
ど
、直
接
道
路
な
ど
へ
土
が
流

出
し
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

２
　 

道
路
境
界
近
く
ま
で
作
付
け

し
、
豪
雨
時
に
は
道
路
に
土
砂

が
流
出
し
て
い
る
畑
が
散
見
さ

れ
ま
す
の
で
、
適
正
な
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

３
　 

長
い
畑
で
は
、
適
当
な
と
こ
ろ

で
水
切
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４
　 

用
排
水
路
の
泥
上
げ
や
ゴ
ミ
等

の
取
り
除
き
に
つ
い
て
も
適
時

適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

※ 

管
理
責
任
等
に
過
失
や
瑕
疵
等
が

あ
る
と
、賠
償
請
求
等
が
要
求
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
以
上
の
点

に
つ
い
て
十
分
留
意
の
う
え
、
適

正
な
農
地
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
の
保
全
管
理
に
つ
い
て

再
度
の
お
願
い
で
す
！

～毎週金曜日にお届けします
　　　　　　暮らしと経営に活きる情報～

全国農業新聞の購読について（お知らせ）

全国農業新聞は、農業者の公的代表機
関である農業委員会系統組織が発行する
「週刊」農業総合専門誌です。

※購読の申込み手続きなど、詳しくは
農業委員会事務局（☎65-2519）まで
お気軽にお問い合わせください。

◆毎週金曜 発行
◆購読料は
　月額700円
　（年間8,400円）

2525
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本
年
度
も
８
月
を
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
に
設
定

し
、
遊
休
農
地
や
農
地
の
違
反
転
用
の
実
態
を

更
に
詳
し
く
把
握
す
る
た
め
、
農
地
の
利
用
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　  

遊 

休 

農 

地 

と 

は

　
農
地
法
で
定
義
さ
れ
て
い
る
用
語
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
す
。

○ 

現
在
、
耕
作
目
的
で
利
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
も
利
用
さ
れ
る
見
込
み
が
な

い
農
地

○ 

農
業
上
の
利
用
が
、
そ
の
周
辺
地
域
の

農
地
利
用
に
比
べ
て
著
し
く
劣
る
と
判

断
で
き
る
農
地

◆
農
地
は
貴
重
な
資
源
で
す
！
◆

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ

り
、
耕
作
さ
れ
な
い
農
地
は
今
後
も
増
え
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
耕
作
さ
れ
な
い
農
地（
遊
休
農
地
）が
増
え
て

し
ま
う
と
、
病
害
虫
の
発
生
に
伴
う
周
辺
農
地

へ
の
悪
影
響
、
景
観
や
生
活
環
境
の
悪
化
な
ど

深
刻
な
問
題
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
農
地
所
有
者
の
方
は
、
責
任
を
持
ち
草
刈
り

な
ど
の
管
理
を
行
い
、
他
の
方
々
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
効
率
的
利
用
と

遊
休
化
解
消
を
図
る
た
め
、年
一
回
農
地
の「
利

用
状
況
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調

査
で
、
遊
休
農
地
や
違
反
転
用
地
の
所
在
等
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
適
正
な
農

地
利
用
の
お
願
い
や

指
導
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
利
用
状
況
調

査
の
結
果
、
耕
作
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
た
農
地

の
所
有
者
に
対
し
て

は
、「
利
用
意
向
調

査
」を
行
い（
毎
年
11

月
末
ま
で
に
文
章
で

発
送
）、
今
後
の
利
用
意
向
に
つ
い
て
、
確
認

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
農
地
所
有
者
皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
９
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
合
わ
せ
て
19
名
が
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、ニ
セ
コ
町
、

札
幌
市
、
長
沼
町
を
訪
問
し
、
６
次
産
業
化
さ

れ
て
い
る
法
人
や
農
業
研
修
施
設
等
３
か
所
を

視
察
し
ま
し
た
。
付
加
価
値
を
付
け
る
た
め
の

６
次
産
業
化
等
の
現
状
や
、
北
海
道
農
業
の
最

先
端
技
術
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
当
町
に
お

け
る
今
後
の
農
業
振
興
の
あ
り
方
を
考
え
直
す

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
㈱
髙
橋
牧
場　
ニ
セ
コ
ミ
ル
ク
工
房

　
　
〜
虻
田
郡
ニ
セ
コ
町
〜

　
施
設
概
要
、
季
節
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

手
法
等
、生
産
か
ら
加
工
、販
売
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
現
状
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
髙
橋
守
社
長
の
熱
意
と
こ
だ
わ
り
を
感
じ
る

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

■
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
〜
札
幌
市
豊
平
区
〜

　
北
海
道
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
開
発
さ
れ
た

新
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
端
境
期
向
き
の
カ
ボ

チ
ャ
品
種
等
、
興
味
深
い
研
究
内
容
で
し
た
。

■
ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
長
沼
研
究
農
場

　
　
〜
夕
張
郡
長
沼
町
〜

　
ド
ロ
ー
ン
や
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
最
先
端

技
術
の
体
験
や
、
研
究
中
の
農
作
物
に
実
際
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」の
実
施
！

（
農
地
利
用
状
況
調
査
）

平
成
30
年
８
月
１
日
〜
６
日

農
業
委
員
視
察
研
修
平
成
30
年
９
月
３
日
〜
４
日

道　
　
内

農地は一度耕作をやめ
数年経てば、

原形が分からないほどに
荒れてしまいます。

　所有農地を耕作・管理できな

い場合には、あっせん申出や機

構の活用等、他の農業者との売

買や賃貸借をマッチングさせる

方法がありますので、農業委員

会事務局までご相談下さい
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農
業
委
員
の
声

宮後　英子  委員

消
費
者
の
安
心
・
安
全
を
目
指
し
て

　
日
頃
よ
り
、
消
費
者
が
子
ど
も
の

頃
か
ら
安
心
・
安
全
な
野
菜
や
果
物

の
味
に
慣
れ
親
し
む
習
慣
を
つ
け
て

ほ
し
い
と
の
思
い
で
農
業
を
経
営
し

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
食
料
の
生
産
者
は
担
い

手
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
渡
島
の
農
業
人
口
の
45
・
５
％

（
Ｈ
27
）が
65
歳
以
上
、
約
７
割
が
後

継
者
不
在
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
現

在
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
た
い

へ
ん
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
国
は
農
地
の
大
規
模
化
は
コ
ス
ト

削
減
に
繋
が
る
と
、
担
い
手
へ
の
農

地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
政
策
が
進
む
中
、

地
域
の
農
業
を
ど
う
守
る
の
か
、
身

近
な
消
費
者
が
安
心
で
き
る
農
畜
産

物
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か

が
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
・
町
の
活
性
化
の
為
に
は
担

い
手
の
育
成
・
確
保
が
重
要
で
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
も
微
力
な
が
ら
、

地
域
農
業
が
持
続
・
発
展
出
来
る
よ

う
、
ま
た
、
大
切
な
農
地
を
守
る
た

め
の
活
動
を
委
員
一
丸
と
な
っ
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
食
育
や
販
売
活

動
を
通
じ
て
、
農
産
物
が
育
つ
過
程

や
農
業
の
大
切
さ
を
消
費
者
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々
、

農
作
業
や
販
売
等
活
動
に
邁
進
し
て

い
き
た
い
で
す
。

も
う
一
人
の
経
営
者

　「
結
婚
し
て
も
仕
事
は
し
な
く
て

い
い
よ
。
家
事
だ
け
で
も
大
変
な
ん

だ
か
ら
さ
。」
一
緒
に
な
る
前
に
、

妻
に
こ
う
言
っ
て
嫁
い
で
も
ら
い
ま

し
た
。

　
今
で
は
、
す
っ
か
り
そ
の
事
も
忘

れ
て
、
朝
は
私
よ
り
早
く
起
き
て
、

洗
濯
を
し
、
朝
ご
飯
を
作
り
、
子
供

達
を
学
校
に
送
り
出
し
、
す
ぐ
に
着

替
え
て
農
作
業
に
向
か
い
ま
す
。
何

か
と
家
を
空
け
る
事
の
多
い
私
に

替
わ
っ
て
仕
事
の
段
取
り
を
つ
け
、

パ
ー
ト
さ
ん
の
割
り
振
り
を
し
、
妻

自
身
も
夕
方
ま
で
農
作
業
を
し
て
い

ま
す
。

　
結
婚
当
初
は
こ
ん
な
事
に
な
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
し
、
そ
う
す
る
つ

も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実

際
、
妻
は
仕
事
に
向
い
て
い
な
い
と

も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
申
し

訳
な
い
で
す
。
そ
し
て
、
あ
り
が
た 小澤　大栄  委員

い
で
す
。

　
う
ち
の
妻
だ
け
で
は
な
く
、
農
家

の
奥
様
が
た
皆
さ
ん
す
ご
い
と
思
い

ま
す
。最
大
限
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

妻
、
母
、
そ
し
て
も
う
一
人
の
経
営

者
と
三
足
の
わ
ら
じ
を
は
い
て
頑
張

る
奥
様
達
が
い
る
か
ら
農
家
は
や
っ

て
い
け
る
の
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
農
地
所
有
適
格
法
人
は
、
農
地
法

第
６
条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
事
業
年

度
の
終
了
後
３
ヵ
月
以
内
に
、「
農

業
の
状
況
を
記
し
た
農
地
所
有
適

格
法
人
報
告
書
」
を
農
地
の
所
在
す

る
全
て
の
農
業
委
員
会
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
り
ま

す
（
複
数
の
市
町
村
の
農
地
を
使
用

し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
全
て
の

市
町
村
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
）。
例
え
ば
決
算
期
が
12
月
末
の

場
合
に
は
、
３
月
末
ま
で
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
地
法
で
は
、
農
地
所
有
適
格
法

人
以
外
の
法
人
の
原
則
農
地
の
所
有

を
認
め
て
お
ら
ず
、
報
告
書
が
未
提

出
の
場
合
は
、
農
地
所
有
適
格
法
人

と
し
て
の
資
格
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
事
業
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
農
地
台
帳
の

整
備
や
営
農
証
明
な
ど
の
発
行
事
務

に
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
内

の
報
告
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
地
の
売
買
・
贈
与
・
賃
貸
借
な

ど
を
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
３

条
に
基
づ
く
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。
こ
の
許
可
を
受
け
な
い

で
し
た
行
為
は
、
無
効
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
な
お
、
農
地

の
売
買
・
賃
貸
に
つ
い
て
は
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
方
法

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
農
業
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
相
対
取
引
の
場
合
、
後
々
ト
ラ
ブ

ル
の
基
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
農
業
委
員
会
の
積
極
的
な
活
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

❶　

農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
る

❷ 　

積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
安
定

し
た
年
金
財
政

❸　

保
険
料
の
国
庫
補
助
あ
り

❹ 　

保
険
料
は
自
分
で
選
べ
︑
い
つ
で

も
見
直
し
が
で
き
る

❺ 　

社
会
保
険
料
控
除
な
ど
税
制
面
で

の
優
遇
措
置

❻ 　

終
身
年
金︵
早
く
亡
く
な
っ
て
も

80
歳
ま
で
の
分
は
保
証
付
き
︶

■ 詳しくは：農業委員会・
ＪＡ新はこだて七飯基幹支店
までどうぞ

農業者年金
6 つのポイント

■
農
地
の
売
買
・
賃
貸
借
の

場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
へ

ご
相
談
下
さ
い
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９
月
の
台
風
、
地
震
に
よ
り
農
業

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員
に

よ
る
新
体
制
が
発
足
し
て
、
は
や
一

年
と
な
り
ま
す
。
法
改
正
に
異
常
気

象
と
翻
弄
さ
れ
続
け
た
一
年
で
し
た

が
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ

り
何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
、

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
■
編
集
委
員
　
小
坂
　
寛
和

　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
　
博
章

　
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
雄
一

　
　
　
　
　
　
　
　
野
澤
　
博
幸

■「
事
業
報
告
書
」の
提
出
は

 

大
丈
夫
で
す
か
？

農
地
所
有
適
格
法
人
へ
の
お
知
ら
せ

2626



告報動活

七飯町　農業委員会だより　平成30（2018）年10月号

　
本
年
度
も
８
月
を
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
に
設
定

し
、
遊
休
農
地
や
農
地
の
違
反
転
用
の
実
態
を

更
に
詳
し
く
把
握
す
る
た
め
、
農
地
の
利
用
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　  

遊 

休 

農 

地 

と 

は

　
農
地
法
で
定
義
さ
れ
て
い
る
用
語
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
す
。

○ 

現
在
、
耕
作
目
的
で
利
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
も
利
用
さ
れ
る
見
込
み
が
な

い
農
地

○ 

農
業
上
の
利
用
が
、
そ
の
周
辺
地
域
の

農
地
利
用
に
比
べ
て
著
し
く
劣
る
と
判

断
で
き
る
農
地

◆
農
地
は
貴
重
な
資
源
で
す
！
◆

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ

り
、
耕
作
さ
れ
な
い
農
地
は
今
後
も
増
え
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
耕
作
さ
れ
な
い
農
地（
遊
休
農
地
）が
増
え
て

し
ま
う
と
、
病
害
虫
の
発
生
に
伴
う
周
辺
農
地

へ
の
悪
影
響
、
景
観
や
生
活
環
境
の
悪
化
な
ど

深
刻
な
問
題
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
農
地
所
有
者
の
方
は
、
責
任
を
持
ち
草
刈
り

な
ど
の
管
理
を
行
い
、
他
の
方
々
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
効
率
的
利
用
と

遊
休
化
解
消
を
図
る
た
め
、年
一
回
農
地
の「
利

用
状
況
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調

査
で
、
遊
休
農
地
や
違
反
転
用
地
の
所
在
等
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
適
正
な
農

地
利
用
の
お
願
い
や

指
導
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
利
用
状
況
調

査
の
結
果
、
耕
作
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
た
農
地

の
所
有
者
に
対
し
て

は
、「
利
用
意
向
調

査
」を
行
い（
毎
年
11

月
末
ま
で
に
文
章
で

発
送
）、
今
後
の
利
用
意
向
に
つ
い
て
、
確
認

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
農
地
所
有
者
皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
９
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
合
わ
せ
て
19
名
が
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、ニ
セ
コ
町
、

札
幌
市
、
長
沼
町
を
訪
問
し
、
６
次
産
業
化
さ

れ
て
い
る
法
人
や
農
業
研
修
施
設
等
３
か
所
を

視
察
し
ま
し
た
。
付
加
価
値
を
付
け
る
た
め
の

６
次
産
業
化
等
の
現
状
や
、
北
海
道
農
業
の
最

先
端
技
術
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
当
町
に
お

け
る
今
後
の
農
業
振
興
の
あ
り
方
を
考
え
直
す

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
㈱
髙
橋
牧
場　
ニ
セ
コ
ミ
ル
ク
工
房

　
　
〜
虻
田
郡
ニ
セ
コ
町
〜

　
施
設
概
要
、
季
節
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

手
法
等
、生
産
か
ら
加
工
、販
売
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
現
状
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
髙
橋
守
社
長
の
熱
意
と
こ
だ
わ
り
を
感
じ
る

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

■
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
〜
札
幌
市
豊
平
区
〜

　
北
海
道
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
開
発
さ
れ
た

新
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
端
境
期
向
き
の
カ
ボ

チ
ャ
品
種
等
、
興
味
深
い
研
究
内
容
で
し
た
。

■
ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
長
沼
研
究
農
場

　
　
〜
夕
張
郡
長
沼
町
〜

　
ド
ロ
ー
ン
や
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
最
先
端

技
術
の
体
験
や
、
研
究
中
の
農
作
物
に
実
際
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」の
実
施
！

（
農
地
利
用
状
況
調
査
）

平
成
30
年
８
月
１
日
〜
６
日

農
業
委
員
視
察
研
修
平
成
30
年
９
月
３
日
〜
４
日

道　
　
内

農地は一度耕作をやめ
数年経てば、

原形が分からないほどに
荒れてしまいます。

　所有農地を耕作・管理できな

い場合には、あっせん申出や機

構の活用等、他の農業者との売

買や賃貸借をマッチングさせる

方法がありますので、農業委員

会事務局までご相談下さい
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農
業
委
員
の
声

宮後　英子  委員

消
費
者
の
安
心
・
安
全
を
目
指
し
て

　
日
頃
よ
り
、
消
費
者
が
子
ど
も
の

頃
か
ら
安
心
・
安
全
な
野
菜
や
果
物

の
味
に
慣
れ
親
し
む
習
慣
を
つ
け
て

ほ
し
い
と
の
思
い
で
農
業
を
経
営
し

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
食
料
の
生
産
者
は
担
い

手
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
渡
島
の
農
業
人
口
の
45
・
５
％

（
Ｈ
27
）が
65
歳
以
上
、
約
７
割
が
後

継
者
不
在
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
現

在
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
た
い

へ
ん
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
国
は
農
地
の
大
規
模
化
は
コ
ス
ト

削
減
に
繋
が
る
と
、
担
い
手
へ
の
農

地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
政
策
が
進
む
中
、

地
域
の
農
業
を
ど
う
守
る
の
か
、
身

近
な
消
費
者
が
安
心
で
き
る
農
畜
産

物
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か

が
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
・
町
の
活
性
化
の
為
に
は
担

い
手
の
育
成
・
確
保
が
重
要
で
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
も
微
力
な
が
ら
、

地
域
農
業
が
持
続
・
発
展
出
来
る
よ

う
、
ま
た
、
大
切
な
農
地
を
守
る
た

め
の
活
動
を
委
員
一
丸
と
な
っ
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
食
育
や
販
売
活

動
を
通
じ
て
、
農
産
物
が
育
つ
過
程

や
農
業
の
大
切
さ
を
消
費
者
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々
、

農
作
業
や
販
売
等
活
動
に
邁
進
し
て

い
き
た
い
で
す
。

も
う
一
人
の
経
営
者

　「
結
婚
し
て
も
仕
事
は
し
な
く
て

い
い
よ
。
家
事
だ
け
で
も
大
変
な
ん

だ
か
ら
さ
。」
一
緒
に
な
る
前
に
、

妻
に
こ
う
言
っ
て
嫁
い
で
も
ら
い
ま

し
た
。

　
今
で
は
、
す
っ
か
り
そ
の
事
も
忘

れ
て
、
朝
は
私
よ
り
早
く
起
き
て
、

洗
濯
を
し
、
朝
ご
飯
を
作
り
、
子
供

達
を
学
校
に
送
り
出
し
、
す
ぐ
に
着

替
え
て
農
作
業
に
向
か
い
ま
す
。
何

か
と
家
を
空
け
る
事
の
多
い
私
に

替
わ
っ
て
仕
事
の
段
取
り
を
つ
け
、

パ
ー
ト
さ
ん
の
割
り
振
り
を
し
、
妻

自
身
も
夕
方
ま
で
農
作
業
を
し
て
い

ま
す
。

　
結
婚
当
初
は
こ
ん
な
事
に
な
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
し
、
そ
う
す
る
つ

も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実

際
、
妻
は
仕
事
に
向
い
て
い
な
い
と

も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
申
し

訳
な
い
で
す
。
そ
し
て
、
あ
り
が
た 小澤　大栄  委員

い
で
す
。

　
う
ち
の
妻
だ
け
で
は
な
く
、
農
家

の
奥
様
が
た
皆
さ
ん
す
ご
い
と
思
い

ま
す
。最
大
限
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

妻
、
母
、
そ
し
て
も
う
一
人
の
経
営

者
と
三
足
の
わ
ら
じ
を
は
い
て
頑
張

る
奥
様
達
が
い
る
か
ら
農
家
は
や
っ

て
い
け
る
の
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
農
地
所
有
適
格
法
人
は
、
農
地
法

第
６
条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
事
業
年

度
の
終
了
後
３
ヵ
月
以
内
に
、「
農

業
の
状
況
を
記
し
た
農
地
所
有
適

格
法
人
報
告
書
」
を
農
地
の
所
在
す

る
全
て
の
農
業
委
員
会
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
り
ま

す
（
複
数
の
市
町
村
の
農
地
を
使
用

し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
全
て
の

市
町
村
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
）。
例
え
ば
決
算
期
が
12
月
末
の

場
合
に
は
、
３
月
末
ま
で
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
地
法
で
は
、
農
地
所
有
適
格
法

人
以
外
の
法
人
の
原
則
農
地
の
所
有

を
認
め
て
お
ら
ず
、
報
告
書
が
未
提

出
の
場
合
は
、
農
地
所
有
適
格
法
人

と
し
て
の
資
格
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
事
業
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
農
地
台
帳
の

整
備
や
営
農
証
明
な
ど
の
発
行
事
務

に
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
内

の
報
告
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
地
の
売
買
・
贈
与
・
賃
貸
借
な

ど
を
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
３

条
に
基
づ
く
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
す
。
こ
の
許
可
を
受
け
な
い

で
し
た
行
為
は
、
無
効
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
な
お
、
農
地

の
売
買
・
賃
貸
に
つ
い
て
は
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
方
法

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
農
業
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
相
対
取
引
の
場
合
、
後
々
ト
ラ
ブ

ル
の
基
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
農
業
委
員
会
の
積
極
的
な
活
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

❶　

農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
る

❷ 　

積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
安
定

し
た
年
金
財
政

❸　

保
険
料
の
国
庫
補
助
あ
り

❹ 　

保
険
料
は
自
分
で
選
べ
︑
い
つ
で

も
見
直
し
が
で
き
る

❺ 　

社
会
保
険
料
控
除
な
ど
税
制
面
で

の
優
遇
措
置

❻ 　

終
身
年
金︵
早
く
亡
く
な
っ
て
も

80
歳
ま
で
の
分
は
保
証
付
き
︶

■ 詳しくは：農業委員会・
ＪＡ新はこだて七飯基幹支店
までどうぞ

農業者年金
6 つのポイント

■
農
地
の
売
買
・
賃
貸
借
の

場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
へ

ご
相
談
下
さ
い
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９
月
の
台
風
、
地
震
に
よ
り
農
業

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員
に

よ
る
新
体
制
が
発
足
し
て
、
は
や
一

年
と
な
り
ま
す
。
法
改
正
に
異
常
気

象
と
翻
弄
さ
れ
続
け
た
一
年
で
し
た

が
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ

り
何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
、

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
■
編
集
委
員
　
小
坂
　
寛
和

　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
　
博
章

　
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
雄
一

　
　
　
　
　
　
　
　
野
澤
　
博
幸

■「
事
業
報
告
書
」の
提
出
は

 

大
丈
夫
で
す
か
？

農
地
所
有
適
格
法
人
へ
の
お
知
ら
せ

2727


